
二
○
○
一
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
地
方
分
権
化

が
開
始
さ
れ
て
、
す
で
に
五
年
近
く
に
な
る
。
実

施
後
し
ば
ら
く
の
間
、「
地
方
分
権
は
進
む
の
か
、

中
央
集
権
へ
戻
る
の
か
」、「
単
一
国
家
か
ら
連
邦

国
家
へ
向
か
う
の
か
」、「
地
方
分
権
化
で
国
家
は

分
裂
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
単
一
国
家
が
維
持
さ

れ
る
の
か
」
な
ど
の
議
論
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
賑

わ
せ
た
。
今
で
は
過
度
の
期
待
も
失
望
も
影
を
潜

め
、
後
戻
り
で
き
な
い
既
定
路
線
と
し
て
、
地
方

分
権
化
は
国
民
に
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
。

二
○
○
一
年
の
地
方
分
権
化
は
、
一
九
九
九
年

五
月
に
制
定
さ
れ
た
地
方
行
政
法
お
よ
び
中
央
地

方
財
政
均
衡
法
の
二
つ
の
法
律
（
以
下
、「
旧
法
」

と
す
る
）
に
基
づ
き
、
一
年
半
の
経
過
期
間
を
置

い
て
実
施
に
移
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
、
二
○
○

四
年
一
○
月
に
制
定
・
施
行
さ
れ
た
地
方
行
政
法

お
よ
び
中
央
地
方
財
政
均
衡
法
（
以
下
、「
新
法
」

と
す
る
）
の
下
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

●
地
方
分
権
化
の
様
々
な
問
題

旧
法
が
実
施
さ
れ
て
い
く
過
程
で
、
地
方
分
権

化
は
様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。
外
交
、
国

防
治
安
、
司
法
、
金
融
・
財
政
、
宗
教
、
そ
の
他

（
マ
ク
ロ
経
済
開
発
、
財
政
均
衡
、
行
政
、
人
材

育
成
、
ハ
イ
テ
ク
な
ど
）
以
外
の
様
々
な
権
限
が

中
央
か
ら
県
・
市
へ
移
譲
さ
れ
、
中
央
は
地
方
行

財
政
へ
の
関
心
を
失
っ
た
。
州
と
県
・
市
の
上
下

関
係
が
事
実
上
廃
止
さ
れ
、
州
が
県
・
市
の
調
整

役
に
な
っ
た
た
め
、
県
・
市
は
州
を
無
視
し
て
動

く
こ
と
が
普
通
に
な
っ
た
。
州
も
県
も
市
も
、
自

己
財
源
拡
大
の
た
め
に
地
方
税
、
地
方
利
用
者
負

担
金
、
第
三
者
寄
付
な
ど
を
次
々
に
新
設
し
、
地

方
へ
の
企
業
投
資
コ
ス
ト
が
増
大
し
た
。
さ
ら
に

は
、
石
油
ガ
ス
な
ど
天
然
資
源
収
入
の
歳
入
分
与

の
地
方
比
率
増
大
を
要
求
し
て
、
炭
鉱
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
封
鎖
な
ど
の
実
力
行
使
や
分
離
独
立
を

ち
ら
つ
か
せ
る
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
も
見
ら
れ
た
。

他
方
、
地
方
へ
の
人
材
移
転
は
進
ま
ず
、
能
力

形
成
が
不
十
分
な
ま
ま
の
地
方
政
府
に
様
々
な
権

限
が
移
譲
さ
れ
た
結
果
、
大
幅
に
増
え
た
歳
入
に

見
合
う
歳
出
が
多
く
の
地
方
で
適
正
に
行
わ
れ
な

く
な
り
、
教
育
・
保
健
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
や

道
路
・
橋
梁
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
維
持
が
質
量

と
も
に
低
下
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り

で
な
く
、
地
方
首
長
の
年
次
責
務
報
告
を
二
回
続

け
て
否
決
す
れ
ば
罷
免
に
追
い
込
め
る
権
限
を
持

っ
た
地
方
議
会
へ
の
対
策
費
も
必
要
と
な
り
、
行

政
府
と
立
法
府
の
癒
着
、
金
権
政
治
が
恒
常
化
す

る
結
果
を
招
い
た
。
地
方
分
権
化
で
汚
職
も
地
方

へ
分
散
し
た
、
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
旧
法
の
下
で
州
や
県
・
市
の
分
立
が

進
み
、
多
数
の
新
設
自
治
体
が
誕
生
し
た
。
二
○

○
一
年
か
ら
二
○
○
三
年
の
わ
ず
か
二
年
間
で
県

・
市
の
数
は
三
五
三
か
ら
四
四
○
へ
急
増
し
た
。

多
く
の
新
設
自
治
体
は
財
政
基
盤
が
弱
く
、
自
立

に
は
ほ
ど
遠
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
○
○
四
年

総
選
挙
で
の
選
挙
区
新
設
な
ど
の
政
治
的
目
的
で

分
立
し
た
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。

●
「
義
務
」
の
強
調

で
は
新
法
の
制
定
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
地
方

分
権
化
の
何
が
旧
法
か
ら
変
わ
っ
た
の
か
。

第
一
に
、
地
方
自
治
の
原
則
が
、
旧
法
の
「
で

き
る
限
り
広
範
な
自
治
」
だ
け
で
な
く
、
ス
ハ
ル

ト
時
代
の
原
則
で
あ
っ
た
「
現
実
的
で
責
任
の
あ

る
自
治
」
の
二
本
立
て
と
な
っ
た
。
ス
ハ
ル
ト
時

代
は
こ
の
後
者
の
原
則
の
下
で
地
方
分
権
化
が
骨

抜
き
に
さ
れ
て
、
中
央
集
権
体
制
が
堅
持
・
強
化

さ
れ
た
。
今
回
こ
の
ス
ハ
ル
ト
時
代
の
原
則
が
加

わ
っ
た
こ
と
で
、
付
与
さ
れ
た
権
限
が
中
央
へ
戻

さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
県
・
市
か
ら
、「
新
法
で

地
方
分
権
化
は
後
退
し
た
」
と
の
批
判
が
強
ま
っ

地
方
分
権
化
は
根
づ
き
始
め
た
の
か
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た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
地
方
分
権
化
が
引
き
起
こ

し
た
様
々
な
問
題
を
重
く
見
る
識
者
は
、「
い
っ

た
ん
緩
め
す
ぎ
た
地
方
自
治
を
中
央
の
グ
リ
ッ
プ

が
効
く
形
で
も
う
一
度
締
め
直
し
た
」
と
評
し
た
。

第
二
に
、
新
法
で
は
地
方
分
権
化
実
施
に
関
す

る
地
方
の
「
権
利
」
だ
け
で
な
く
「
義
務
」
を
強

調
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
「
義
務
」
は
教
育
、
保
健
な
ど

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
最
低
基
準
を
全
国
ど
こ
で
も
満

た
す
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
」
の
実
現
に
不

可
欠
、
と
の
論
拠
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
地
方
へ

移
譲
す
る
の
は
「
事
務
」
で
あ
っ
て
「
権
限
」
で

は
な
い
と
し
、
地
方
政
府
の
「
義
務
的
事
務
」
と

し
て
開
発
計
画
・
管
理
、
空
間
計
画
・
利
用
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
教
育
、
保
健
、
環
境
管
理
、
投
資

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
だ

け
で
は
サ
ー
ビ
ス
が
画
一
化
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、

地
方
の
実
情
に
応
じ
た
「
選
択
的
事
務
」
も
、
住

民
の
福
祉
向
上
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
。

●
州
、
県
・
市
間
の
関
係
ほ
か

第
三
に
、
州
と
県
・
市
の
間
の
上
下
関
係
が
復

活
し
た
。
す
な
わ
ち
、
州
を
中
央
の
代
理
者
と
し

て
明
確
に
位
置
づ
け
て
、
州
の
県
・
市
に
対
す
る

指
導
・
監
視
機
能
を
明
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
中

央
、
州
、
県
・
市
間
の
緊
密
な
協
力
関
係
を
前
提

に
し
な
が
ら
、
外
部
性
、
説
明
責
任
、
効
率
性
に

基
づ
い
て
各
レ
ベ
ル
で
の
事
務
が
実
施
さ
れ
る
と

さ
れ
、
河
川
管
理
や
ゴ
ミ
処
理
な
ど
複
数
県
・
市

に
ま
た
が
る
問
題
解
決
に
有
効
と
な
る
。
と
同
時

に
、
地
域
間
協
力
の
促
進
も
謳
わ
れ
て
い
る
。

第
四
に
、
州
や
県
・
市
の
新
設
条
件
が
厳
し
く

な
り
、
自
治
体
新
設
ブ
ー
ム
に
歯
止
め
が
か
け
ら

れ
た
。
た
と
え
ば
、
県
新
設
に
必
要
な
郡
の
数
及

び
州
新
設
に
必
要
な
県
・
市
の
数
は
三
か
ら
五
へ

増
や
さ
れ
た
。
自
治
体
が
新
設
さ
れ
れ
ば
政
府
部

局
に
加
え
て
議
会
も
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
コ
ス

ト
は
財
政
的
に
無
視
で
き
な
い
規
模
に
な
る
。

第
五
に
、
地
方
首
長
直
接
選
挙
に
関
す
る
規
定

が
か
な
り
の
割
合
を
占
め
た
こ
と
で
あ
る
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
は
大
統
領
直
接
選
挙
に
続
い
て
州
知

事
、
県
知
事
、
市
長
な
ど
地
方
首
長
も
直
接
選
挙

で
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
基
本
規

定
は
、
独
立
し
た
法
律
で
は
な
く
、
新
法
の
な
か

に
含
ま
れ
た
。
立
候
補
受
付
、
有
権
者
の
選
定
、

選
挙
運
動
、
開
票
、
当
選
者
決
定
な
ど
に
加
え
て
、

選
挙
違
反
者
へ
の
罰
則
規
定
も
書
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
第
六
に
、
村
落
自
治
に
つ
い
て
は
、
旧

法
で
の
代
議
員
に
よ
る
村
落
代
議
会
は
廃
さ
れ
、

協
議
と
全
会
一
致
に
基
づ
い
て
選
ば
れ
た
村
人
に

よ
る
村
落
協
議
会
に
変
わ
っ
た
。
こ
れ
は
一
見
す

る
と
民
主
化
の
後
退
に
見
え
る
が
、
近
代
的
な
代

議
制
が
村
落
レ
ベ
ル
の
実
情
に
合
わ
ず
、
多
く
の

村
で
機
能
し
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
財
政
分
権
化
に
関
し
て
は
、
旧
法
と
新

法
と
で
根
本
的
な
相
違
は
な
い
が
、
地
方
借
入
や

地
方
債
に
関
す
る
細
か
な
規
定
が
加
え
ら
れ
た
。

地
方
政
府
借
入
を
含
む
政
府
借
入
の
累
積
額
が
当

該
年
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
六
○
％
未
満
、
地
方
政
府
の
直
接

の
外
国
借
入
禁
止
、
地
方
債
発
行
に
地
方
議
会
と

中
央
政
府
の
承
認
が
必
要
、
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
日
本
の
地
方
交
付
税
交
付
金
に
似
た

一
般
配
分
金
（
Ｄ
Ａ
Ｕ
）
資
金
源
が
純
国
内
歳
入

の
最
低
二
五
％
か
ら
二
六
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た

こ
と
や
歳
入
分
与
の
地
方
へ
の
配
分
比
率
が
細
か

く
明
記
さ
れ
た
こ
と
も
変
更
点
で
あ
る
。

●
国
家
解
体
の
恐
れ
は
弱
ま
る

こ
の
新
法
は
、
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
が
発
足
す
る
直

前
に
メ
ガ
ワ
テ
ィ
前
政
権
の
下
で
成
立
し
た
も
の

で
あ
る
。
ア
チ
ェ
や
パ
プ
ア
で
の
分
離
独
立
運
動

を
念
頭
に
、
新
法
で
は
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
単
一
国

家
の
維
持
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
ユ
ド
ヨ
ノ

政
権
の
地
方
分
権
化
へ
の
ス
タ
ン
ス
も
、
メ
ガ
ワ

テ
ィ
前
政
権
と
大
き
く
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。

新
政
権
発
足
後
一
年
の
間
に
、
地
方
分
権
化
と

の
関
連
で
起
こ
っ
た
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
も
ち

ろ
ん
二
○
○
五
年
六
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
地
方
首

長
直
接
選
挙
で
あ
る
（
詳
細
は
、
本
特
集
の
岡
本

論
文
を
参
照
）。
地
方
首
長
直
接
選
挙
を
細
か
く

見
る
と
種
々
の
対
立
や
騒
動
が
発
生
し
た
も
の
の
、

全
体
で
見
れ
ば
地
方
首
長
直
接
選
挙
は
大
き
な
混

乱
な
く
進
行
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

そ
し
て
、
か
つ
て
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
た
と
え

ば
リ
ア
ウ
州
な
ど
天
然
資
源
の
豊
か
な
地
方
が
そ

れ
を
背
景
に
分
離
独
立
を
ち
ら
つ
か
せ
て
中
央
へ

圧
力
を
か
け
る
、
と
い
っ
た
動
き
は
後
退
し
た
。

自
治
体
の
分
立
・
新
設
や
地
方
首
長
直
接
選
挙
で

住
民
の
関
心
が
地
域
へ
局
所
化
し
、
権
益
も
分
散

化
し
た
た
め
、
地
域
が
一
緒
に
中
央
へ
圧
力
を
か

け
る
意
欲
は
薄
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、

八
月
の
ア
チ
ェ
和
平
合
意
で
反
政
府
勢
力
を
体
制

に
取
り
込
む
た
め
に
ア
チ
ェ
で
の
地
方
政
党
の
設
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立
が
認
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
が
他
州
へ
波
及
し
、

単
一
国
家
を
脅
か
す
と
の
議
論
が
現
れ
た
。
こ
れ

に
関
し
て
は
、
す
で
に
パ
プ
ア
特
別
自
治
法
で
パ

プ
ア
に
お
け
る
地
方
政
党
設
立
が
認
め
ら
れ
て
お

り
、
特
別
自
治
で
も
中
央
の
代
理
機
能
が
州
に
等

し
く
付
与
さ
れ
て
い
る
限
り
、
地
方
政
党
設
立
が

分
離
独
立
に
は
直
結
し
な
い
と
み
ら
れ
る
。

●
中
央
へ
の
ロ
ビ
ー
活
動
が
活
発
に

対
照
的
に
、
頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
地
方
首
長
や
地
元
出
身
の
国
会
議
員
に
よ

る
中
央
省
庁
へ
の
ロ
ビ
ー
活
動
で
あ
る
。
と
く
に

地
元
出
身
の
国
会
議
員
と
そ
の
取
り
巻
き
が
中
央

省
庁
と
当
該
地
方
政
府
と
の
仲
介
者
の
役
割
を
果

た
し
た
り
、
地
元
へ
戻
ら
ず
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
中
央

省
庁
へ
の
ロ
ビ
ー
活
動
ば
か
り
し
た
り
す
る
地
方

首
長
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
批
判
さ
れ
る
。
ス
ハ
ル

ト
時
代
に
は
、
中
央
か
ら
資
金
が
配
分
さ
れ
る
の

を
待
ち
、
配
分
さ
れ
た
ら
言
わ
れ
た
通
り
に
使
う

だ
け
だ
っ
た
の
が
、
今
で
は
自
ら
積
極
的
に
中
央

省
庁
へ
働
き
か
け
て
資
金
獲
得
を
試
み
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
方
が
能
動
的
に
動
く
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
も
地
方
分
権
化
に
伴
う
変
化
と
し
て
注

目
さ
れ
る
が
、
同
時
に
こ
れ
は
、
地
方
分
権
化
で

分
散
化
し
た
と
言
わ
れ
る
癒
着
や
汚
職
を
さ
ら
に

蔓
延
さ
せ
、
構
造
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

ロ
ビ
ー
活
動
以
外
に
も
、
地
方
に
は
中
央
か
ら

の
資
金
獲
得
を
目
指
す
様
々
な
動
き
が
あ
る
。
た

と
え
ば
、
ア
チ
ェ
や
パ
プ
ア
の
よ
う
な
特
別
自
治

を
求
め
る
動
き
で
あ
る
。
一
○
月
一
日
に
二
度
目

の
連
続
爆
破
テ
ロ
に
見
舞
わ
れ
た
バ
リ
州
で
は
議

会
を
中
心
に
、
社
会
文
化
的
独
自
性
を
理
由
と
し

た
「
特
別
自
治
州
」
を
求
め
る
動
き
が
続
い
て
い

る
。
観
光
収
入
の
多
く
が
バ
リ
に
還
元
さ
れ
ず
に

ジ
ャ
ワ
へ
流
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
、

外
国
人
観
光
客
が
支
払
う
到
着
時
査
証
の
発
行
手

数
料
収
入
を
州
へ
還
元
す
べ
き
と
主
張
す
る
。
ま

た
東
・
西
ヌ
サ
ト
ゥ
ン
ガ
ラ
州
、
北
ス
ラ
ウ
ェ
シ

州
、
マ
ル
ク
州
な
ど
は
共
同
で
、
島
嶼
部
を
含
む

州
と
し
て
の
「
特
別
自
治
」
を
要
求
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
何
ら
か
の
理
由
を
つ
け
て
中

央
か
ら
よ
り
多
く
の
資
金
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る

動
き
は
ま
だ
ま
だ
出
て
く
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が

単
一
国
家
を
脅
か
す
よ
う
な
不
安
に
結
び
つ
か
な

く
な
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
五
年
間
の
地
方
分
権
化

の
成
果
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

●
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
か

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
地
方
分
権
化
に
お
い
て
、
政

府
が
旧
法
か
ら
新
法
へ
変
更
し
た
最
大
の
動
機
は

国
民
の
福
祉
向
上
、
と
く
に
教
育
・
保
健
な
ど
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
前

述
の
よ
う
に
全
国
民
が
等
し
く
享
受
で
き
る
最
低

限
の
サ
ー
ビ
ス
基
準
を
定
め
、
そ
れ
が
ど
の
地
方

政
府
で
も
実
現
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
中
央
省
庁
に
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
基

準
の
数
を
増
や
す
誘
因
が
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
は
当
然
費
用
が
か
か
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
基
準

が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

予
算
を
増
や
せ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
行
政
は
こ

れ
ま
で
何
か
と
理
由
を
つ
け
て
は
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
対
価
と
称
し
て
民
間
企
業
や
住
民
か
ら
公
式

・
非
公
式
の
「
サ
ー
ビ
ス
料
」（
プ
ン
グ
タ
ン
）

を
徴
収
し
て
き
た
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
基
準
が
定
め

ら
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
行
政
が
す
ぐ
に
「
サ
ー

ビ
ス
料
」
請
求
を
や
め
る
と
は
考
え
に
く
い
。

地
方
分
権
化
実
施
以
後
、
ど
の
自
治
体
で
も
教

育
・
保
健
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
、
予
算
上
も
優

先
的
に
配
分
さ
れ
て
き
た
。
財
務
力
の
あ
る
地
方

で
は
義
務
教
育
や
保
健
所
診
療
の
無
料
化
な
ど
を

実
現
し
て
い
る
が
、
一
方
で
教
育
・
保
健
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
し
た
地
方
も
少
な
く
な
い
。

こ
の
五
〜
六
月
に
か
け
て
、
西
ヌ
サ
ト
ゥ
ン
ガ

ラ
州
な
ど
全
国
各
地
で
栄
養
失
調
児
の
存
在
が
明

ら
か
に
な
り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
大
々
的
に
報
じ

た
。
栄
養
面
に
関
す
る
保
健
婦
や
栄
養
士
の
地
道

な
巡
回
指
導
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
が
、
地
方

財
政
に
お
け
る
実
績
主
義
・
効
率
性
基
準
の
導
入

で
、
こ
う
し
た
末
端
で
の
地
道
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
切
り
捨
て
ら
れ
る
恐
れ
も
強
ま
っ
て
い
る
。

ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
下
で
の
地
方
分
権
化
は
、
地
方

の
不
平
・
不
満
を
和
ら
げ
る
「
ア
メ
」
の
段
階
か

ら
、
新
法
の
下
で
、
地
方
が
各
々
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
よ
っ
て
国
民
生
活
の
な
か
に
地
方
分

権
化
を
根
づ
か
せ
る
段
階
へ
移
ろ
う
と
し
て
い
る
。

今
後
、
地
方
分
権
化
が
根
づ
い
て
い
く
た
め
に
、

ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
は
、
汚
職
の
分
散
化
や
低
い
地
方

行
政
能
力
と
い
っ
た
懸
案
は
も
と
よ
り
、
効
率
性

追
求
と
弱
者
ケ
ア
と
い
う
二
律
背
反
す
る
問
題
や

中
央
と
地
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
に

も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
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